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賃
料
改
定
を
電
ෲ
化

ス
マ
Џ
Р

新
ៗ
┽
開
発

⻠
⇛
ᜋ
ᙀ
を
Ὂ
ࢳ
化

ア
ン
ド
Ы
ッ
ド
ѕ
大
ቧ
်
⫝̸

⪫
体
を
ク
レ
カ
ᤕ
ᨌ

Ｄ
㬬
㬫
Ｔ
ѕ
Ъ
ф
㯺
ー
Ｃ

物
؟
ᆅ
報
ߚ
ࢳ
を
ؒ
行

㬱
㭎
㭛
ｅ

Ｓ
ｅ
㭆
㭗
㭈
㭍

３
Ｄ
Ｃ
㬬
で
安
ߜ
ᑱ
┏

ア
ク
ト
Ђ
ン
ジ
Х
ア
ф
ン
Њ

同
サ
ー
ビ
ス
シ
リ
ー
ズ
は
、
幅

広
く
〝
現
場
〟
向
け
に
Ꮏ

機
能

を
特
化
さ
せ
て
い
る
。
特
ࡢ
な
Ｉ

Ｔ
知
⮮
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
知

⮮
が
必
要
な
い
〝
ノ
ー
コ
ー
ド
〟

の
仕
組
み
で
、
≤
ڨ
に
ۡ
社
ζ
と

に
運
用
方
法
を
自
在
に
機
能
設
定

で
き
る
。
多
機
能
で
は
⸇
に
使
い

づ
ら
く
感
κ
る
た
め
、
分
か
り
や

す
さ
と
使
い
や
す
さ
を
ⷿ
求
し
て

い
る

門
的
過
ぎ
な
い
Ꮏ

機
能

は
、
各
社
内
の
、
更
に
は
、
協
力

会
社
や
⋿
入
会
社
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
᪄
化
す
る
。

同
シ
リ
ー
ズ
の
管
理
ア
プ
リ

㯜
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
㯝

は
、
工
ℊ
表
や
٣
業
報
৵
ᖌ
な
ど

を
٣
成
し
て
、
工
事
の
進
ち
㯱
く

ᲆ
᥄
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
で

き
る
。
ま
た
、
ྐྵ
₨
ア
プ
リ
㯜
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
レ
ポ
ー
ト
㯝
は
、
従
前

の
普
段
使
い
の
表
計
∊
ソ
フ
ト
な

ど
の
ྐྵ
₨
そ
の
ま
ま
の
ᖌ
式
の
形

で
、
手
間
な
く
業
務
を
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
。
い
ず
れ
も
、
例
え
ば
１

日
で
⨪
数
現
場
を
回
る
内
⨃
事
業

者
の
よ
う
に
小
規
模
・
短
期
間
・

多
数
回
の
現
場
業
務
を
ዏ
え
る
事

業
者
が
気

に
使
い
や
す
く
し

た
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
セ
プ

ト
が
新
機
能
を
生
み
出
し
た
。

一
◿
的
な
建
設
現
場
で
は
、

今
で
も
図
面
や
ᖌ
㋈
、
ྐྵ
₨
な

ど
を
⌊
ベ
ー
ス
で
運
用
し
て
い

る
。
ア
ナ
ロ
グ
な
対
応
は
、
ḅ

請
や
ኳ
認
に
㆚
し
て
も
手
ᨚ
し

や
⺭
⸂
な
ど
を
要
し
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
࠸
理
が
で
き
な
い
。

㈚
効
ᴀ
な
業
務
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
ḅ
請
者
と
ኳ
認
者
の

গ
方
で
の
⸸
ံ
や
手
ኅ
り
の
手

間
、
⌌
ೣ
の
リ
ス
ク
も
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
、
他
社
提

供
の
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
各

社
の
「
自
社
内
」
で
の
ኳ
認
機
能

を
実
⨃
し
て
い
る
。
一
方
、
同
社

で
は
新
機
能
と
し
て
、
「
他
社
の

関
ګ
者
同
ರ
」
の
ኳ
認
機
能
も
今

回
、
実
⨃
さ
せ
た
。
ኳ
認
ᲆ
᥄
を

一
⪑
化
し
、
ᲆ
᥄
を
プ
ッ
シ
ュ
通

知
で
受
け
取
り
、
ḅ
請
や
進
行
度

合
い
、
ኳ
認
の
ᲆ
᥄
を
ⷛ
速
に
ኺ

᎖
で
き
る
。
従
前
の
管
理
画
面
上

に
新
機
能
用
の
ж
タ
ン
を
ⷿ
加
す

る
形
で
、
ⷺ
わ
ず
に
す
β
に
使
え

る
。
現
ᲆ
で
ኳ
認
機
能
は
、
パ
ソ

コ
ン
向
け
だ
け
だ
が
、
今
ೇ
に
は

ス
マ
ー
ト
フ
㯷
ン
の
ア
プ
リ
で
も

使
え
る
よ
う
に
す
る
（
写
真
）
。

多
言
⬯
で
日
本
⬯
と
⚃
⬯
、
今
後

は
タ
イ
⬯
、
ス
ペ
イ
ン
⬯
、
ベ
ト

ナ
ム
⬯
に
も
㊊
ᡀ
対
応
す
る
。

「
郊
外
地
や
⎋
ᄛ
対
応
後
な
ど

も
含
め
、
ⷛ
速
さ
を
求
め
ら
れ
る

ኳ
認
業
務
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
。

効
ᴀ
化
に
よ
っ
て
、
更
に
価
値
あ

る
٣
業
に
時
間
を
߂
て
ら
れ
る
」

（
同
社
広
報
の
㋾
田
ٱ
菜
子
ᣗ
）。

アルダグラム㬍東京都港区㬎は΅各℞の現場向けとして同社が展開しているＤ

㬽サービスΑＫＡＮＮＡΒ㬍カンナ㬎シリーズで΅施工などのプロジЁクト管理

アプリと΅ྐྵ₨などのデジタル化アプリの２つのサービスの新たな機能で΅ኳ認

業務をデジタル技術で≤ڨ化するΑኳ認フローΒを実⨃したΆ同サービスシリー

ズは建設現場などに加え΅最ⷢでは΅ॷᲆ回時にも有用として不動産管理会社

のງ入先が増加しているΆ今回の新機能は΅自社内だけではなく΅現場チームの

「他社の関ګ者同ರ」でも΅ḅ請やኳ認を円᪄にする特徴をጇつΆ

㮬
㮬
５０
ਁ
年
を
ⷠ
え
た
。

「
自
ⴻ
は
、
大
京
か
ら
ⵛ
ⓩ

し
、
ႃ
社
５０
年
の
お
よ
そ
ू
分

の
年
数
を
歩
ん
で
き
た
。
ᓈ
に

事
業
基
ἷ
が
で
き
あ
が
っ
た
ᲆ

᥄
で
自
ⴻ
は
入
社
し
た
。
今
で

は
一
◿
的
な
買
取
再
販
事
業
を

先
㍫
的
に
手
掛
け
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
ೂ
㈣
期
も
経

て
、
আ
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

♼
し
さ
も
経
㎜
し
た
。
２４
年
４

月
に
は
タ
ス
キ（
東
京
都
港
区
）

と
経
営
⍉
合
し
、
不
動
産
開
発

と
先
↡
技
術
が
融
合
す
る
〝
不

動
産
Ｄ
㬽
〟
に
ⳟ
み
出
し
た
」

㮬
㮬
ೂ
わ
ら
な
い
こ
と
。

「
日
本
に

は
〝
１
０
０

年
企
業
〟
が

֍
界
で
一
ḱ

多
く
３
万
社

Ⲕ
あ
る
と
聞

く
。
ႃ
社
も

ೂ
わ
ら
ώ
活


で
１
０
０

年
企
業
を
目

指
し
て
尽
力

す
る
。
創
業

の
思
い
や
ႃ

社
の
〝
イ
ズ

ム
〟
を
ど
の
よ
う
に
ᡀ
֍
代
へ

継
ኳ
し
て
い
く
の
か
、
代
表
と

し
て
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
κ
て
い
る
。
自
ⴻ
の
不
動
産

業
界
の
足
ⳃ
は
、
開
発
用
地
の

仕
入
れ
担
ႃ
と
し
て
数
多
く
の

現
場
で
歩
み
を
ࡲ
ん
で
き
た
。

形
は
ೂ
わ
っ
て
も
営
業
活
動
自

体
の
আ
し
さ
自
体
は
ೂ
わ
ら
な

い
。
不
動
産
の
新
た
な
価
値
を

創
造
し
続
け
、
関
わ
る
全
て
の

人
Έ
の

せ
に
Ⱖ

し
た
い
」

ۄ
㊱
の
⼦
ቧ

㮬
㮬
営
業
活
動
の
আ
し
さ
。

「
ᓫ
は
〝
㋯
ϕ
込
み
営
業
〟

が
ႃ
た
り
前
の
よ
う
な
大
ೂ
さ

が
あ
っ
た
。
手
段
の
多
さ
に
ᢻ

例
し
て
実
行
す
る
数
も
多
か
っ

た
。
今
は
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
で
、

ア
ポ
イ
ン
ト
な
し
で
は
⫙

さ

え
も
で
き
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
技

術
も
㍫
使
し
、
様
Έ
な
⫠
求
方

法
の
工
ೝ
を
⒡
え
る
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
も
ま
た
営
業
活
動
と

し
て
আ
し
い
環
境
で
も
あ
る
。

時
代
の
流
れ
で
は
あ
る
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
化
で
、
ۄ
㊱
感
の
⼦

成
も
難
し
く
な
っ
て
い
る
」

㮬
㮬
時
代
の
流
れ
で
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
以
前
の

商
⭌
現
場
で
⼦
し
出
す
〝
空
気

感
〟
を
ऺ
分
に
出
し
づ
ら
く
、

一
ዔ
の
๊
し
さ
を
感

κ
て
い
る
。
住
宅
Ⱬ

入
で
は
、
最
終
的
に

営
業
担
ႃ
者
を
ۄ
㊱

で
き
る
の
か
ど
う
か

の
〝
人
ᘙ
〟
の
要
⌐

が
大
き
い
、
と
各
℞

の
調
ᙀ
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
ो
⌅

に
価
ᙤ
だ
け
で
は
な

い
。
安
ら
ぎ
の
場
と

な
る
物
件
の
㑁
力
や

新
た
な
ᕠ
ら
し
を
的

確
に
غ
え
、
⋿
得
感

を
ጇ
っ
て
Ⱬ
入
し
て

も
ら
う
こ
と
が
営
業

活
動
だ
と
⒡
え
て
い
る
」

㮬
㮬
人
ᘙ
が
大
切
と
。

「
営
業
活
動
は
、
熱
⼺
を
ጇ

ち
、
そ
れ
を
高
め
つ
つ
、
実
直

に
Ὕ
Ꮭ
に
顧
客
と
向
き
合
い
、

ۄ
㊱
を
⼦
成
す
る
こ
と
が
大
切

に
な
る
と
⒡
え
て
い
る
。
顧
客

の
大
切
な
資
産
を
取
り
ኪ
い
、

人
生
さ
え
も
背
負
い
か
ね
な
い

重
Ⱝ
な
仕
事
で
も
あ
る
。
そ
の

た
め
、
本
ႃ
に
価
値
あ
る
住
ま

い
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
使
命
が
あ
る
。
時
代
の
ೂ
化

に
ᘥ
ⵚ
に
対
応
し
、
ೂ
㈣
す
る

ࣕ
気
を
ጇ
つ
こ
と
も
大
切
に
な

る
。
ႃ
社
は
、
ᓈ

の
ᘂ
組
み

に
と
ら
わ
れ
ず
ጓ
ቸ
し
続
け
た

こ
と
で
、
５０
年
を
歩
み
続
け
ら

れ
て
き
た
と
感
κ
て
い
る
」

㮬
㮬
ᘥ
ⵚ
に
対
応
す
る
。

「
ႃ
社
は
戸
建
て
住
宅
の
売

買
仲
介
か
ら
始
ま
っ
た
。
今
で

は
投
資
家
向
け
の
一
棟
収
益
物

件
の
開
発
を
中
心
と
し
て
、
オ

フ
ィ
ス
や
物
流
施
設
な
ど
の
開

発
も
手
掛
け
て
い
る
。
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
新
た
な
事

業
領
域
に
も
進
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
心
部
に
注
力
し
、
や

み
く
も
に
エ
リ
ア
を
広
げ
ず
、

ຉ
数
⋋
。
の
力
で
高
品
ⱞ
な
物

件
開
発
を
重
要
視
し
て
い
る
」

׳
ᗉ
の
ࢳ
で

㮬
㮬
品
ⱞ
の
高
さ
を
。

「
物
件
開
発
は
ハ
イ
グ
レ
ー

ド
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。
投
資

家
も
目
利
き
力
が
向
上
し
て
お

り
、
ႃ
社
は
プ
ロ
と
し
て
品
ⱞ

と
価
ᙤ
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
を

意
⮮
し
て
い
る
。
そ
れ
は
仕
事

の
ⱞ
の
高
さ
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
。
不
動
産
業
界
で
独
自
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
築
く
の
は
容
ᓪ
で

は
な
く
ⷢ
道
も
な
い
。
実
現
に

は
組
⏨
の
成
長
を
支
え
る
ۡ
Έ

の
人
材
の
力
が
要
と
な
る
。
従

業
員
に
は
仕
事
に
意
ᡈ
や
ೕ
を

ጇ
ち
、
そ
れ
を
ߧ
体
的
に
実
現

す
る
よ
う
に
غ
え
て
い
る
」

総
合
不
動
産
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
新
日
本
建
物
（
東
京
都

新
็
区
）
は
、
４
月
８
日
に
創
業
５０
ਁ
年
を
ⷠ
え
た
。
自
社

ブ
ラ
ン
ド
㯜
ル
ネ
サ
ン
ス
㯝
を
ⵤ
と
し
た
住
ま
い
の
提
供
を

通
κ
、
同
社
に
関
わ
る
全
て
の
人
Έ
の

せ
の
た
め
に
〝
新

し
い
価
値
〟
を
創
造
し
続
け
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
同
社
の

理
ჼ
㯜
ೂ
わ
る
こ
と
、
ೂ
わ
ら
な
い
こ
と
。
㯝
を
大
切
に
す

る
思
い
が
あ
る
。
同
社
代
表
取
締
役
社
長
の
ⷢ
⡆
学
ᣗ
に
、

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を
聞
い
た
。（
聞
き
手
㱿
ஸ
߀
ᦩ
ד
）

お
店
の
工
務
店（
東
京
都
港
区
）

は
、
同
社
の
設
立
⫍
者
会
見
を
４

月
７
日
に
東
京
都
内
で
開
い
た
。

同
社
が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ（
㬫
Ｃ
）

本
部
と
な
り
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

で
٣
成
す
る
パ
ー
ス
を
基
に
、
店

◰
内
⨃
の
３
Ｄ
（
３
ᡀ
߀
）
ビ

ジ
ュ
ア
ル
モ
デ
ル
を
㬫
Ｃ
に
加

ἳ
す
る
工
務
店
向
け
に
提
供
す

る
。
〝
店
◰
内
⨃
Ｄ
㬽
〟
の
実

現
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
施
工

の
着
手
を
支
Ꭱ
す
る
。
事
業
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
実
業
家
の
త

江
ⰴ
文
ᣗ（
写
真
）が
就
ء
し
た
。

Ａ
Ｉ
を
フ
ル
活
用
す
る
ᡀ
֍
代

店
◰
施
工
モ
デ
ル
を
実
現
す
る
。

㬫
Ｃ
加
ἳ
店
が
現
地
調
ᙀ
で
ス
ケ

ル
ト
ン
や
居
抜
き
物
件
の
空
間
内

部
を
３
Ｄ
（
３
ᡀ
߀
）
ス
キ
ャ
ニ

ン
グ
カ
メ
ラ
で
計
ᨣ
す
る
。

面

図
と
合
わ
せ
て
提
示
す
る
と
、
同

社
が
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
最
短
１
日
で

パ
ー
ス
を
٣
図
す
る
。
パ
ー
ス
を

基
に
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を
⋿
品

す
る
。
パ
ー
ス
は
、
メ
イ
ン
カ
ッ

ト
、
異
な
る
カ
ラ
ー
や
ア
ン
グ
ル

な
ど
、
ឨ
ᩜ
プ
ラ
ン
で
４５
ᗾ
を
提

供
す
る（
Ͼ
л
ー
ジ

）。

ႃ
日
の
⫍
者
会
見
で
、

同
社
代
表
取
締
役
の
神
谷

ठ
ᣗ
は
、
「
従
来
の
店
◰

の
内
⨃
施
工
時
の
課
題
感

だ
っ
た
設
計
や
工
期
、
見

積
も
り
の
不
⸍
明
さ
を
Ａ

Ｉ
で
⪫
ᦹ
す
る
。
設
計
段

階
の
や
り
取
り
を
効
ᴀ
化

し
、
㬫
Ｃ
加
ἳ
店
は
店
◰
づ
く
り

に

ჼ
で
き
る
」
と
⬺
明
し
た
。


面
図
だ
け
で
は
完
成
し
た
姿
を

イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
か
っ
た
。
３
Ｄ

モ
デ
ル
で
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
し

て
、
認
⮮
の
㙠
㙪
（
そ
ζ
）
を
な

く
せ
る
。
打
ち
合
わ
せ
を
効
ᴀ
的

に
短
⏎
化
し
、
設
計
ミ
ス
の
削
減

と
、
工
期
の
短
⏎
を
実
現
す
る
。

同
社
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
త

江
ᣗ
は
、
「
Ａ
Ｉ
は
ᆥ
ݫ
以
上
に

能
力
が
高
い
。
す
β
に
▜
大
な
情

報
を
学
⒄
し
、
ⷛ
速
に
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
が
で
き
る
。
今
後
の
技
術

㈣
新
で
、
更
な
る
コ
ス
ト
の
削
減

に
も
期
待
が
で
き
る
。
た
だ
、
現

ᲆ
で
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
工
務
店
は

ຉ
な
い
。
様
Έ
な
内
⨃
プ
ラ
ン
を

提
示
で
き
、
正
確
に
分
か
り
や
す

く
غ
え
ら
れ
る
。
無
㍩
な
や
り
取

り
を
な
く
し
て
空
室
期
間
を
⏎
減

し
、
ᓍ
く
店
◰
を
オ
ー
プ
ン
で
き

る
」
と
⬺
明
し
た
。

ス
マ
サ
テ
（
東
京
都
品
川
区
）

は
、
賃
貸
管
理
会
社
向
け
に
同
社

で
展
開
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
賃
ᒕ
ᙀ
定
シ
ス
テ
ム
㯜
ス
マ

サ
テ
㯝
の
新
た
な
機
能
と
し
て
、

㯜
賃
ᒕ
改
定
通
知
ᖌ
٣
成
機
能
㯝

（
ベ
ー
タ
᱆
）
の
提
供
を
４
月
１０

日
に
開
始
し
た
。
正
式
᱆
は
、
今

ೇ
に
提
供
を
始
め
る
。

物
件
情
報
を
入
力
す
る
と
、
賃

ᒕ
改
定
の
ᙢ
拠
と
な
る
ਁ
ⷒ
の
㋈

و
物
件
の
賃
ᒕ
デ
ー
タ
を
自
動
で

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
「
賃
ᒕ
改
定

通
知
ᖌ
」
を
自
動
٣
成
す
る
。
通

知
ᖌ
の
ᖌ
式
は
表
計
∊
ソ
フ
ト
形

式
で
出
力
し
、
各
社
の
運
用
に
合

わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
。

現
在
、
金
利
の
上
ᓠ
ຩ
面
に
あ

る
。
収
益
性
の
改
善
の
た
め
に
賃

ᒕ
の
改
定
を
検
討
す
る
場
面
が
増

え
て
い
る
。
た
だ
、
不
動
産
オ
ー

ナ
ー
か
ら
ږ
㊱
さ
れ
る
賃
貸
管
理

会
社
で
は
業
務
負
⛒
と
な
り
、
管

理
業
務
の
新
規
獲
得
営
業
に
時
間

を

け
ら
れ
な
い
ᲆ
᥄
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
⪫
ᦹ
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
型
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
管
理
サ
ー
ビ
ス
㯜
Ａ
Ｎ
Ｄ
㬵
Ａ

Ｄ
㯝
を
運
営
し
て
い
る
ア
ン
ド

パ
ッ
ド（
東
京
都
़
代
田
区
）は
、

大
成
建
設
（
東
京
都
新
็
区
）
と

共
に
、
同
サ
ー
ビ
ス
Ꮏ

の
Ｂ
Ｉ

Ｍ
と
デ
ー
タ
連
携
し
た
㯜
⻠
⇛
検

ᙀ
㯝
機
能
を
使
っ
た
⻠
⇛
検
ᙀ
業

務
の
効
ᴀ
化
に
関
し
て
、
４
月
９

日
に
現
場
検
⫦
に
着
手
し
た
。

大
成
建
設
の
実
㆚
の
施
工
現
場

を
活
用
し
、
⻠
⇛
検
ᙀ
の
ᩜ
݆
٣

業
と
検
ᙀ
業
務
の
省
力
化
や
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
検
ᙀ
の
進

ち
㯱
く
管
理
方
法
を
検
⫦
す
る
。

従
来
の
⻠
⇛
検
ᙀ
の
ᩜ
݆
٣
業

で
は
、
構
造
図
を
基
に
情
報
の
ዘ

出
を
手
٣
業
で
行
う
た
め
、
構
造

リ
ス
ト
（
⯨
図
）
の
٣
成
に
時
間

が
掛
か
っ
て
い
た
。
こ
の
課
題
の

⪫
ᦹ
策
を
６
月
ま
で
検
⫦
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
І
レ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ

の
Ｄ
Ｇ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
（
東
京
都
ᨏ
谷
区
）
は
、

同
社
で
展
開
し
て
い
る
マ
ル
チ
決

ᨌ
サ
ー
ビ
ス
㯜
㬻
ｅ
㭗
ｉ
Ｔ
㭗
㭆

㭓
㭘
４
Ｇ
㯝
（
ベ
リ
ト
ラ
ン
ス

フ
㯷
ー
ジ
ー
）
を
、
バ
リ
ュ
ー
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
東
京
都
ᨏ
谷
区
）

が
運
営
し
て
い
る
不
動
産
⪫
体
Ｄ

㬽
プ
ラ
ッ
ト
フ
㯷
ー
ム
㯜
⪫
体
の

Ⅴ
口
㯝
向
け
と
し
て
、
４
月
９
日

に
提
供
を
始
め
た
。

⪫
体
工
事
の
見
積
も
り
や
発
注

ま
で
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
続
き
で

き
る
㯜
⪫
体
の
Ⅴ
口
㯝
の
利
用
者

は
今
後
、
同
κ
プ
ラ
ッ
ト
フ
㯷
ー

ム
上
で
手
間
な
く
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
決
ᨌ
が
で
き
る
。
今
回

の
連
携
サ
ー
ビ
ス
で
、
支
ኛ
い
手

続
き
の
ᯘ
㇂
さ
や
限
定
的
な
決
ᨌ

手
段
を
⪫
ᦹ
し
、
利
用
者
の
利
ڨ

性
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
⪫
体

事
業
者
の
ᖰ
ኛ
い
リ
ス
ク
や
入
金

管
理
の
業
務
負
担
を

減
す
る
。

㬫
㭆
ｃ
ｉ
㭑
㭔
（
東
京
都
港

区
）
の
研
究
組
⏨
㯜
㬫
㭆
ｃ
ｉ

㭑
㭔
不
動
産
Ｄ
㬽
総
研
㯝
は
、

不
動
産
売
買
仲
介
会
社
を
利
用

し
た
不
動
産
売
却
経
㎜
者
１
０

０
２
人
を
対
⯼
に

２
月
初
ᓎ
に
実
施

し
た
㯜
不
動
産
売

却
の
課
題
と
顧
客

体
㎜
に
関
す
る
調
ᙀ
㯝
の
結
果

を
４
月
９
日
に
ま
と
め
た
。

同
調
ᙀ
結
果
に
よ
る
と
、
全

体
の
６９
・
４
㬊
の
売
主
が
「
売

却
途
中
で
取
り
や
め
よ
う
」
と

⒡
え
た
経
㎜
が
あ
る
。
そ
の
理

ḃ
と
し
て
、
「
市
場
動
向
や
↥

合
物
件
に
関
す
る
情
報
が
分
か

ら
な
か
っ
た
」
（
構
成
ᢻ
１７
・

２
㬊
）
の
回
⇣
が
最
も
多
い
。

ᡀ
い
で
、
「
提
示
さ
れ
た
価
ᙤ

の
ᙢ
拠
が
分
か
ら
ず
、
⹖
正
な

価
ᙤ
の
ࡡ
断
が
つ
か
な
か
っ

た
」（
同
１５
・
９
㬊
）と
続
く
。

仲
介
会
社
を

ん
だ
決
め
手

は
、
⨪
数
回
⇣
可
で
、
「
買
主

の
検
討
ᲆ
᥄
や
、
販
売
活
動
が

積
極
的
に
共
有
さ
れ
、
販
売
活

動
の
⸍
明
性
に
期
待
で
き
た
」

（
３２
・
９
㬊
）
、
ᡀ
い
で
、
「
値

付
け
や
販
売
活
動
の
ঐ
⒡
と
な

る
市
場
動
向
や
↥
合
物
件
情
報

の
き
め
細
や
か
な
提

供
が
あ
る
」
（
２６
・

５
㬊
）
と
続
く
。

仲
介
会
社
を
ᢻ


検
討
す
る
㆚
に
全
体
の
６２
・
０

㬊
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
化
が
決
め

手
に
な
っ
た
」
と
回
⇣
し
て
い

る
。
Ｄ
㬽
を
通
κ
た
情
報
の
共

有
が
売
主
の
⋿
得
感
を
高
め
る

す
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

不
動
産
向
け
外
注
化
サ
ー
ビ
ス

の
Ｌ
ｉ
㭛
ｅ

Ｓ
ｅ
㭆
㭗
ｃ
ｈ
（
₽


市
中
央
区
）
は
、
不
動
産
賃
貸

事
業
者
向
け
の
新
サ
ー
ビ
ス
㯜
募

集
物
件
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
・
自

社
サ
イ
ト
へ
の
掲

お
よ
ϕ
管
理

を
目
的
と
し
た
シ
ス
テ
ム
へ
の
掲


代
行
サ
ー
ビ
ス
（
Ｂ
㬵
Ｏ
）
㯝

の
提
供
を
４
月
８
日
に
始
め
た
。

物
件
情
報
の
入
力
・
掲

業
務

を
代
行
す
る
。
月
額
制
で
、
空
室

の
募
集
情
報
の
掲

や
管
理
シ
ス

テ
ム
へ
の
ঘ
ᓲ
٣
業
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
ږ
㊱
で
き
る
。
接
客
な
ど
を

優
先
し
が
ち
で
、
物
件
情
報
の
掲


٣
業
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
た

不
動
産
賃
貸
管
理
会
社
の
業
務
の

効
ᴀ
化
を
支
Ꭱ
す
る
。
ॷ
ࡷ
２
営

業
日
以
内
に
掲

を
完

す
る
。

建
設
業
界
特
化
の
人
材
ᦕ
⹑
・

⌠
介
業
の
ア
ク
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
（
東
京
都
港
区
）
は
、
工
事

現
場
の
場
面
ζ
と
の
安
全
教
育
コ

ン
テ
ン
ツ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
ⓦ

で
き
る
ᓲ
ݫ
⻠
ۄ
サ
ー
ビ
ス
㯜
ア

ク
ビ
ィ
（
Ａ
ｃ
㭛
ｉ
ｅ
）
㯝
の
提

供
を
４
月
１
日
に
始
め
た
。

事
ᑣ
や
᭮

、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

の
各
℞
事
例
を
、
リ
ア
ル
な
３
ᡀ

߀
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
、

視
⪉
的
に
理
⪫
し
や
す
く
し
た
。

օ
動
᷷
Р
㯸
Љ
ѕ
㬩
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本ႃに۸ښΤϭ住ϠΦをᎋڕ本ႃに۸ښΤϭ住ϠΦをᎋڕ

ኳ
⬣
業
ࣤ
ϴ
С
В
Й
х
で

ኳ
⬣
業
ࣤ
ϴ
С
В
Й
х
で

ア
ル
К
Њ
ラ
к

ᵆ
ు
Л
㯿
к
を
ࣉ
ᴀ
क
λ
る

ಶ
ॠ
⸑
中
ᒣ
ჼ
ή
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ಶ
ॠ
⸑
中
ᒣ
ჼ
ή
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㬫
㭆
㭈
㭎
㭑
㭔

ښ
ᙤ
ᙢ
ድ
ή
ࡑ
έ
ϫ
μ

㬦
Ｉ
で

◰
߰
⨃
デ
А
Ͼ
ン

ά

の
工
ࣤ
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